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国際化学工業協会協議会

（社）日本化学工業協会
世界の化学産業界、プロダクト・スチュワードシップの進捗状況を

今週ジュネーブで開催のICCM-2にて報告－　今後の更なる発展に期待
世界の化学産業界は、「国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ（SAICM）」に基づくプロダクト・スチュワードシップ（市場に流通する化学物質が、そのライフサイクル全体を通じて安全に取り扱われ、使用されていることを確かなものにするための活動）の取り組みにおいて大きな進歩を遂げています。しかしその一方で、やるべきことはまだ数多く残されていることを認識し、その作業を加速させているところです。こうした取り組みの一環として国際化学工業協会協議会（ICCA）は今週（11～15日）、ジュネーブで開催されている第2回国際化学物質管理会議(ICCM-2)において、新たな進捗報告書を発表しました。
ICCAとその会員は、化学物質の安全な管理に向けた業界主導の活動であるプロダクト・スチュワードシップの取り組みを長年にわたって実施してきました。こうした活動には、化学物質の開発から廃棄の全過程において「環境・安全・健康」を確保し社会と対話する自主活動である「レスポンシブル・ケア」、「高生産量化学物質点検（HPV）プログラム」、及び公共政策の科学的基盤強化のための「長期自主研究（LRI）」などの重要な取り組みが含まれています。2006年開催のICCM-1におけるレスポンシブル・ケア世界憲章及びグローバル・プロダクト戦略の立ち上げ以降、ICCAはSAICMの政策目標全般にわたって、測定可能な成果を次々と達成しています。特にその進捗報告書には、ICCAが次の事項を達成したことが記されています。
· 化学物質の安全性評価を実施するために必要なベースセット情報を｢ベストプラクティス｣として定義し、採用した。 

· 会員である協会や企業向けに世界的なプロダクト・スチュワードシップ・ガイドラインを策定し、会員による化学物質管理プログラムの実施を促した。
· 最善の安全性評価とリスク管理の実施に向けて、アフリカ、アジア太平洋、東欧、ラテンアメリカの多くの開発途上国、及び経済移行期にある諸国においてキャパシティビルディング(能力向上)のプロジェクトを行った。 

· レスポンシブル・ケア世界憲章とグローバル・プロダクト戦略について、さらに75社以上の世界的企業のCEOから支持を取り付けた。その結果、ICCM-1で紹介された79社と合わせて、支持を表明している世界の化学企業数は今や150社を超えている。
· レスポンシブル・ケアのネットワークを拡大し、ロシアやその他の東欧諸国をネットワークに加えたほか、中国の国営企業とのパイロットプロジェクトを設定し、さらにペルシャ湾岸地域でも取り組みを行っている。
· 開発途上国の政府との間に新たなパートナーシップを構築した。 

· 新たに出現している健康・環境問題と取り組むために、長期自主研究（LRI）のもとで追加の科学的調査を行った。
· レスポンシブル・ケア・ステータスレポートにおいて世界の化学産業界の進捗状況を透明性の高い方法で報告し、化学物質の製造者、政府、及び一般市民の間で関連の製品情報を共有した。 

· バリューチェーン全体に取り組みを拡大し、供給業者と顧客がともに効果的にリスク評価を行い、自らの健康・環境パフォーマンスを高められるようにした。 

ICCAのクリスティオン・ジュルカン会長（Christian Jourquin、ソルベイ社 CEO）は、次のように述べています。
「この進捗報告書は、世界の化学産業界がその活動において十分な成果を上げたことを示しています。今回の重要な会議へのICCAの参加は、当協議会と政府、政府間組織（IGO）及び非政府組織（NGO）との間の継続的なパートナーシップを反映するものです。ICCAは、SAICMの実施と2002年開催の持続可能な開発に関する世界首脳会議（WSSD）の目標達成に向けた努力の一端を担っており、市販の化学物質の生産と使用が人の健康と環境に与える悪影響を2020年までに最小化したいと考えています」
化学物質がそのライフサイクルを通して安全かつ環境に優しい方法で製造され、取り扱われ、使用されていることを示すことによって、化学産業界は今後も、よりエネルギー効率の高い輸送や再生可能エネルギーの生産、農業生産性の向上など、様々な次世代ニーズを満たすのに役立つ製品の提供を続けようとしています。ICCAは、持続可能な未来への道は化学によって築かれると信じています。
ICCAのプロダクト・スチュワードシップの努力は、今後その透明性を更に高めていくでしょう。例えばグローバル・プロダクト戦略では、企業が市販されている自社製化学物質の安全性を十分に評価するための期限を2018年に設定しており、また各企業が進捗状況について報告し、広く協議するための中間目標年を2012年としています。加えてICCAは今後、プロダクト・スチュワードシップの実績について、15～20ほど測定基準項目を増やして報告するとしているので、国際社会は化学産業界の進捗状況に関する評価をしやすくなるものと思われます。
ICCAは、規制と業界主導の自主的な取り組みの組み合わせにより、最も効果的に化学物質を管理できると考えており、均衡の取れたアプローチを支持しています。このような均衡重視の方針を反映し、ICCM-2 においてICCAは、SAICMの進捗状況と報告の方法に関するマルチ・ステークホルダーイベントを、政府及び非政府のあらゆる関係者から選ばれたパネリストや参加者を交えて開催しています。加えてICCAは、財政と健康に関するハイレベル協議や、全体会議、UNEP記者会見などの複数の重要なICCM-2行事に参加しています。
　ICCA事務局長のアラン・ペロワ（Alain Perroy）氏は、次のように語っています。
「世界の化学産業界の新たな進捗報告書、ICCM-2 におけるリーダーシップ、キャパシティビルディングに向けた新たな努力、及び世界中での多数の具体的活動の進展は、化学産業界の活動が規制遵守の枠組みを超えた域に達していることを関係者に示しています。化学産業界は、化学物質の安全な管理、生産、及び使用について継続的に改善を行い、WSSDの目標達成に貢献しようとしているのです」
ICCAの進捗報告書の全文、及びICCM-2（5月11～15日開催）におけるICCAの活動スケジュールの全容については、ICCAのウェブサイト（ www.icca-chem.org ）を参照ください。
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